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１１１１．．．．目的目的目的目的    

ＰＩＣを用いて高圧電源の制御回路の説計及び製作を行い、電子回路の知識、実装技術

を身につけることを目的とした。 

 

２２２２．．．．高圧電源制御回路高圧電源制御回路高圧電源制御回路高圧電源制御回路のののの設計設計設計設計とととと製作製作製作製作のののの概略概略概略概略    

ＰＩＣ内臓の１０ビットＡ－Ｄコンバータを使用し、モニター用の電圧をＡ―Ｄ変換を

することで、実際に出力されている電圧の情報を得る。この値を変換して、出力電圧に換

算してＬＣＤに表示した。 

 

Ｒ－２Ｒ抵抗ラダーを用いた１１ビットＤ－Ａコンバータを設計製作し、ボタンを押す

ことにより、任意の電圧を出力するようにした。 

 

左の写真の左下の紫色の部分は金属皮膜抵抗で、Ｒ－２Ｒ抵抗ラダーによる１１ビット

Ｄ－Ａコンバータである。そこから出力された電圧がオペアンプによって２倍して出力さ

れる。その電圧がフォトモスリレーを通り、高圧電源の出力調整用の端子に加わることに

よって、高圧電源の出力をボタンスイッチによって制御している。 

可変抵抗を用いて出力電圧を制御する時は、別のフォトモスリレーをオンにし、Ｄ－Ａ

コンバータ側のフォトモスリレーをオフにする形で回路を切り替える方式にした。 

 

この様に２つのフォトモスリレーを用い、可変抵抗による手動での電圧調整と、Ｄ－Ａコ

ンバータを使用した、プリセットされた電圧の制御の切り替えを併用する構造にした。 

実際に製作した回路をケーシングを含めて右下の写真に示す。 
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